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2020年３月 11日、世界保健機関（World Health 

Organization；WHO）による新型コロナウイルス感染

症（COVID-19）のパンデミック（Pandemic）が宣言

され、4月 7日には新型インフルエンザ等対策特別

措置法（平成 24 年法律第 31 号）第 32 条第１項

の規定に基づき、第１次緊急事態宣言が発出された。

世界的規模の集団発生が報告された重症急性呼吸

器症候群（SARS-CoV）は、約 8ヶ月で終息宣言が出

され、2003年度の世界国際航空貨物は右肩上がりの

輸送実績が続いた。その他、ケロシンなどの燃料価

格の変動がもたらす航空貨物運賃の変動にもかか

わらず、多数の実証分析から2001年のイラク戦争、

2009年の金融危機および 2011年の東日本大震災に

よる航空貨物需要への影響は一定ではない。 

本報告は、関西圏における国際物流機能を関西圏

の空港を対象にインターモーダリズムの視点から

考察して、潜在的な発展方向に関する議論の材料を

提供することを目的とする。インターモーダリズム
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とは、複数の交通機関の組合せではなく、継ぎ目の

ない交通体系を形成することに主案がおかれてい

る榊原 (他)(1999)の定義に従い、インターモーダ

リズムの視点とは、インターモーダル施設の改善の

視点から現状を把握することを意味する。 

国際航空貨物は金額ベースで 2018 年世界貿易の

35％を占める一方で、日本の航空貨物は成田国際空

港（NRT）を中心に展開する中、航空貨物の取扱量は

金額ベースで貿易の 23％にとどまっていた。しかし、

2020 年上半期まで、首都圏における羽田国際空港、

関西圏においても関西国際空港（KIX）が全国的なシ

ェアを伸ばしていたのが現状である。国際貨物輸送

の拡大と国際商取引の発展を考えれば、さらなる航

空貨物の効率的なプロセスの導入が求められる。 

中日韓３国の航空貨物市場における国際航空貨

物部門の役割は大きく、旅客機で旅客輸送と貨物輸

送を並行しているため、既存航空会社と新規航空会

社が競争する時、輸送サービスの個性が区別しにく 
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い特性をもつ航空市場である。また、KIX の国際宅

配便貨物の主な相手国地域はアジア地域であり、ア 

ジアの航空市場はヨーロッパやオセアニア地域の

ような単一航空市場への進展を交渉しつつ、国際航

空ネットワークの強化を図ってきた。コロナ禍の中

でも国際航空貨物輸送は空港と地域を支えている。

特に、中国方面国際航空貨物は 2020 年 7 月に同年

度 1 月から 3 月までの輸送実績の平均値を超えて、

2020年 12月には全地域に拡大した。 

国際空港評議会（Airport Council International  

;ACI）は、Airport Health Accreditation(AHA)プ

ログラムを導入し、航空物流の回復に向かって対応

するなど、空港の貨物容量増加による航空産業の回

復を予想しているため、ACI はコロナワクチン流通

の経験を通してより効率的な空港運営を図るほか、

空港の役割に注目している。また、航空会社間のア

ライアンスは加盟航空会社間で戦略上の技術提供

と貢献が持続的に行われ、対象となる乗務員の教育、

ケータリングサービス、燃料供給、整備、発券、地

上ハンドリングは空港の多様な条件を反映してい

ると考えられる。長期的には旅客運送を含む国際物

流全体を対象に空港の役割に変化の可能性がある。 

航空貨物需要への影響は多くの実証分析により

一定ではないが、航空貨物需要に関する回復は肯定

的な予測が多数である。コロナ禍の航空物流機能に

ついてインターモーダリズムの視点から関西圏の

空港を対象に考察して、潜在的な発展方向にむけた

課題を議論する。 
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図 1 国際航空貨物輸送実績（トンキロ） 

出典：国際航空累年表により作成。 


